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⾦⼦：本⽇の DMC TALK は、理⼯学部情
報 ⼯ 学 科 の 重 野 先 ⽣ で す 。 重 野 先 ⽣ は
DMC 研究センターの所⻑をされていて、
理⼯学部の情報⼯学科にお勤めです。ま
ず、重野先⽣のほうから⾃⼰紹介をお願い
します。 
 
重野： DMC の所⻑をしております重野と
申します。理⼯学部の情報⼯学科におりま
して、⾦⼦先⽣とはまさに同じ学科の同僚
という⽴場になります。コンピュータネッ
トワークの研究をしていますが、興味はい
ろんな⽅向にありますので、DMC もその
⼀つかなとは思っています。本⽇はよろし
くお願いします。 
 
⾦⼦：具体的にはどのような情報系の研究
をされているんでしょうか。 
 
重野：広く⾔うとネットワークの研究なん
です。ネットワークというと、たぶん、イ

ンターネットというのがまず頭に浮かぶか
なと思いますが、インターネットがずっと
普及してくるのを横で⾒ながら、いわゆる
モバイル系のネットワークやサービスのこ
とをずっとやってきました。それで、ネッ
トワークというと、通信の⽅法の話を主に
研究のテーマにすることが多いんですが、
実はどんなサービスをつくるのかというこ
とまで踏み込むと、情報系、コンピュータ
系の学問のいろんな領域の知識を必要とし
ますので、そのとき、そのときでいろんな
ことを勉強しながら進めてきました。もと
もとは無線のネットワークの通信の⽅式と
いうのが専⾨ですが、いまお話したよう
に、その無線ネットワークを柔軟に使いや
すくしていくということを進めていくと、
どんなアプリケーション、サービスが必要
なのかなということも含まれますので、そ
ういうことも含めてずっと研究してきたと
いう感じです。 
 

【DMC TALK】 

これからのデジタルアーカイブとテクノロジー 

 
重野 寛（慶應義塾⼤学理⼯学部教授・DMC 研究センター所⻑） 
⾦⼦ 晋丈（慶應義塾⼤学理⼯学部准教授・DMC 研究センター研究員） 
※役職は対談当時のものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左︓⾦⼦ 晋丈 右︓重野 寛 
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⾦⼦：ありがとうございます。インターネ
ットの歴史を考えてみたときに、モバイル
というものはここ 20 年、30 年というスケ
ールで⾒ると、⾮常に⼤きな変化を遂げた
分野なのかなと思います。インターネット
という⼀⾔で⾔うと、同じインフラの中
で、モバイルというものを考えると、われ
われのライフスタイルが変わった、その⼤
きな要素なのかな、なんて思うんですけれ
ども。DMC で研究しているデジタルアー
カイブとか、アーカイブされたデジタルデ
ータをどう利活⽤するとか、そういうこと
を考えていくと、インフラと利⽤する側、
もしくはサービスというものがどのように
変化していくのかということに強く意識を
向けないといけないのかなと思うんです
ね。重野先⽣はそのあたり、デジタルアー
カイブというものは、インフラとしてどの
ような位置づけのものになるとお考えでし
ょうか。 
 
重野：随分前の話なんですけどね、なんで
ネットワークがあるのかという話をしたと
きに、それこそ 20 年ぐらい前の認識とい
うのは、データベースにアクセスするため
にネットワークがあるんだという説明を受
けたことがあって、私はそれをすごくなる
ほどと思ったんですね。つまり、なんとな
くデータ通信とかがあるんじゃなくって、
とくに企業ユースにおいては、データの塊
がどこかにあって、それを操作するために
ネットワークがあるんだという考え⽅が、
メインの考え⽅だったなと思うんですよ
ね。 
 われわれの⽣活の中で、じゃあ、企業ユ
ースであったデータになるものはどうなっ
たのかというと、その後、モバイルもそう

だけども、インターネットの発展にともな
って、⾮常に整備されてきたと思うんです
よね。アーカイブとは呼んでないんだけど
も、われわれはいま、インターネット越し
で⾒るいろんなデータがあって、それをサ
ービスと呼んだりもするけれども、いろん
なデータがあって、もうそのいわゆるアー
カイブとして蓄えるということと、⽇々使
うのというものの境界がどんどんなくなっ
ている。⽇々使いながら記録されていっ
て、アーカイブされて、アーカイブまで⾔
わないのかもしれないけども、どっかに保
管されているという状態になっていくとい
うのが⼀側⾯であるわけですね。これはた
ぶん、今後も続くし、それをうまく使いな
がら、楽しく使いながら、いろんなことを
やっていくんだろうなと思います。 
 ⼀⽅で、アーカイブといったときって、
いいかげんなことでは駄⽬で、きちんと管
理、保管することということになると思う
んですよね。これはこれで、営々と努⼒を
続けてらっしゃる⽅々がいて、本当にサー
ビスと結びつくまでは地味な作業なんです
けど、あるところで、ここにこういうアー
カイブがある、ここにこう使えるデータが
あるんだなという感じに変わる瞬間がある
と思います。アーカイブって考えていくと
きに、何か将来うまく使えるんじゃないか
と思いながらも、実はその瞬間、⾒えるま
ですごく⾟抱といいますかね、つくってい
かなければいけないような感じがして。そ
の辺が、カジュアルな⾔い⽅をすると、う
まく回るような⽅法というのが、なんか出
てこないかなというのはいろいろ、⽇々考
えることではありますね。 
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⾦⼦：いまのお話を聞いていると、アーカ
イブというのは⼀つの Extreme point にあ
って、完全に⼤事に保管するという話で、
いつ使われるか、⽇の⽬を⾒るかもわから
ない。そして、前半おっしゃっていたの
は、⽇常的な利⽤から、どんどん、それが
蓄えられて、使われながら蓄えられてとい
う、保存しようと思ってないけど、結果的
に保存されているという、こういう２個の
違う⽅⾯からのお話をされていたような気
がするんですけれども、それってどちらか
がどちらかを巻き取ることになるのか。先
ほどの、⽇の⽬を⾒る⽇まで耐え続けない
といけないのか。そのあたり、どういうふ
うにお考えですか。 
 
重野：いま、両極とおっしゃっていたけ
ど、まさにそうだと思うんです。アーカイ
ブの話をするときに、⾮常に硬い保管、管
理という⽅向から⼊ってしまうことが多い
んだけれども、実はアーカイブと⾔わな
い、そういうたくさんのデータというのが
出始めていて、それはいま、両極にあると
表現されたんだけど、まさにそのとおり
で、そこのあいだをどう連続的にするのか
というところがたぶん、重要なんじゃない
かなと思います。 
 ⼀般的に、ここにアーカイブがあるよね
とか、アーカイブという⾔葉を使わないま
でも、われわれがいま、そういうものだと
いうふうに認識しているのは何があるかと
考えたときに、いくつか挙げることができ
ると思うんですね。たとえば、図書館のシ
ステムというのは、あれをアーカイブと呼
ぶかどうかわからないけども、裏側には膨
⼤な、物理的な図書や、いまだったら電⼦
図書があって、いわゆるアーカイブ機能も

果たしている。⽇々、電⼦検索、図書館の
検索システムにアクセスするというのはわ
りとつながっていて、まあ、まだ図書館に
⾏って本を借りてくるという物理的な作業
は必要になるかもしれないけども、情報と
してはかなりつながっていて、使っている
⼈はおそらくアーカイブであるとかないと
か考えないで、⾃分に必要な情報が、そこ
には何かたくさんあって、そこからいろい
ろな情報を引き出してくれるんだよねと。
それはもしかしたら、厳密な意味でアーカ
イブされているのかもしれないし、書架に
あっていつでも使われている状態なのかも
しれない。そこにあんまり区別がなくなっ
ていると思うんですよね。 
 で、そんなふうに裏にあるバックエンド
のアーカイブと、⽇々使うデータのような
ものと、サービスとか、こんな使い⽅がで
きたらいいなというのがうまくつながると
いいと思うんだけど、⾦⼦先⽣がおっしゃ
っていたように、いま、そこ、多くのアー
カイブの話の中で分かれているのかなとい
う気がちょっとしますね。だから、そのど
ちらかに寄るとか、どちらかに巻き取るん
じゃなくて、おそらくそこをどうスムーズ
につなぐのかというところが重要なんじゃ
ないかなと思います。 
 
⾦⼦：システム的に⾒たときに、本の場合
は、たとえば国⽴国会図書館はおおよそア
ーカイブの機能を持っている図書館だと思
いますけれども、じゃあ、市⽴の図書館と
か、⼤学図書館というのは、どちらかとい
うと、アーカイブよりも、その⽇々の⽇常
利⽤に近いところから徐々に、まあ、⼤学
図書館なんかは本当にこうアーカイブに近
いところを攻めていると思うんですけれど
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も、その本の場合はそれがおおよそこうシ
ームレスにシステム的につながっているん
ではないかということをいま、おっしゃっ
ているのかなと思って。そう思ったとき
に、デジタルアーカイブなり、保存のほう
ですよね、もう極端の、ウェブサービスと
いうもの、これはシステムとして⾒たとき
に、シームレスにつながっているものだと
先⽣はお思いですか。いま現状どういうふ
うに捉えられていますか。 
 
重野：つなげなければいけないんじゃない
かと思います。おそらく蓄えるというの
は、アーカイブするというのは、今の⽬標
として挙がっていると思うんだけど、やっ
ぱり、どうやって使うのかという話がどう
しても反対側に必要になってくる。そのと
きに、いま⾔ったウェブサービスなりなん
なりというのが、想定されている使い⽅
は、メインだと思うんですよ。だから、そ
こはつなげていかなければいけないんじゃ
ないでしょうかね。蓄えておしまいという
ことではなくて、それをどうやって、ある
時間がたったあとに掘り起こして出してく
るかというところも含めて考えなければい
けないんじゃないかなと思います。 
 
⾦⼦：それはどちらから進めればいいです
か。ずれているんだとしたら、どちらかが
どちらかに合わせる⽅向で開発を進めてい
く必要があると思いますけど。 
 
重野：サービスをつくっている⼈は、実は
あまりアーカイブするということを考えて
ないんじゃないでしょうかね。それで、ア
ーカイブをつくっているという⼈たちは、
なんかこう出⼝を探しているんだけど、す

ごく⼤きなサービスの出⼝に結びつけるの
には苦労されているんじゃないかなという
のが私の認識ですね。 
 たとえば、ちょっと話は変わるけども、
これもアーカイブ化というかは別にして、
われわれはいま、インターネット上でビデ
オをたくさん⾒ることができるようになっ
て、これはこの何⼗年間かで⼤きく変わっ
たところだと思って。具体的に挙げてしま
うと、YouTube にたくさんビデオが上がっ
ていたり、YouTube に触発されていろんな
ビデオサービスというのがある。とくに新
しいビデオサービスは⾃分たちでコンテン
ツをつくって提供するところまできてい
て、かつての映画会社ほど⼤きいとは⾔わ
ないけど、そういう役割や、テレビ局のよ
うな役割も果たすようになってきている
と。で、そこでつくられたものって、ある
いは過去のものとして⾒られるようになっ
たものって、アーカイブと⾔うかどうかわ
からないけど、いま、⾮常に膨⼤な量が利
⽤可能な状態で残っていますよね。 

 それって、そういうものを残そうと思っ
て始めたわけではないんだけど、結果的に
ビデオコンテンツが集積されていってい
る。たくさん集まるから、おそらくシステ
ムを維持されている⽅々は、そのたくさん
集まったデータを事故がないように保管す
るようなことを⼀⽣懸命されていると思う
けど、その⼀⽣懸命されていることと、い
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わゆるデジタルアーカイブをつくろうと⾔
っているところって、たぶん、徐々にこう
近づいていっているんだけど、こうぴった
りつながっているかどうかまではわからな
いという感じだと思うんですね。 
 で、そのビデオの過去のものなんかを⾒
て思うのは、たとえば世代が代わって、⾃
分が若かった頃に⾒ていたようなものをい
まの若い⼈たちが⾒ていたりするのを⾒る
と、ああ、アーカイブってこういうことな
のかなって思うんですよね。いろんなデー
タができてきたときに、⽇々、流れていっ
てしまうんだけど、どっかに留めて置い
て、⾃分じゃない誰かが、それはもしかす
るとだいぶ後、５年とか 10 年とか、すご
く⼤きなことを⾔えば 100 年後とかにのぞ
ける状態にある。そこまで保管するという
機能を真剣に考えたものはアーカイブで、
たぶんそこまでは考えてないんだけど、い
ろいろ集積されたものというのが出てきて
いる。それはウェブのサービスなんかでも
出てきているという感じなんじゃないかな
と思っています。どうですかね、その辺。 
 
⾦⼦：いろいろ考えさせられますよね。僕
の知っている話だと、NHK の初期のころ
のコンテンツって、NHK ⾃⾝も実はデー
タを持っていないものというのがけっこう
あります。で、視聴者から実は昔録画した
ものがあるのでといって、それを寄付して
いただいて、それをアーカイブしていくと
いうような話もあるんです。最近、NHK
も川⼝のアーカイブセンターの利活⽤とか
を考えているみたいですけれども。ユーザ
ーにとって、先ほどシステム的なつながり
みたいな、シームレスさみたいな話をしま
したけど、ユーザーはそのギャップという

ものをどの程度、意識しているんでしょう
かね。 
 
重野：ユーザーというのは、とくに映像に
限ってしまえば、あるいは本でもいいんで
すけど、あるかたちの情報に限ってしまえ
ば、あまりアーカイブって意識してないん
じゃないですか。 
 
⾦⼦：うん、なんか YouTube で⾒えれば
あるし、YouTube で⾒えなかったらない。 
 
重野：そうそうそう。つまり、後ろでそれ
をこう蓄えていく、いわゆるアーカイブの
機能を強く意識しているわけではないんじ
ゃないかなと思います。そういうことに気
づいた⼈たちが、やっぱりきちんと残しま
しょうという中でアーカイブというのを考
えていると思うんだけど、ユーザーという
視点で⾔うと、あまり考えてないんじゃな
いかな。 
 
 
アーカイブ保存のコスト 
 
⾦⼦：なるほど。じゃあ、保存するという
と、やっぱりエネルギーがいるわけで、そ
のコストは誰が⽀払うんですか。そのシー
ムレスにこうつながっていくといったとき
に。 
 
重野：難しいね。税⾦という考え⽅もあり
ますよね。あと、利⽤者負担という考え⽅
もある。 
利⽤者負担ということは、なんらかのサー
ビスにつなげて、サービスでなんらかのお
⾦を得て、それをアーカイブの構築とか維
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持に回しましょうということだと思いま
す。そこには、もちろん利⽤者が直接取る
ものもあるだろうし、広告モデルみたいな
ものもあるだろうし、とにかくサービスと
して何かこうマネタイズして戻すという⽅
法が⼀つ。それからもう⼀つは、税⾦と⾔
ったんだけど、広くこういうことは公共に
資するんだからという、そういうロジック
のもとに⽐較的、公に近いお⾦を投⼊する
という⽅法があると思います。それはい
ま、いずれも難しいと思うんですよね。や
っぱり望ましいのは、サービスとそこから
得られる利益と、それをそのサービスをつ
くっていく、あるいは将来サービスをつく
っていくのに必要なアーカイブも含めたも
ろもろに還元するというのをうまくつくる
ということだと思うんだけど、これは⾔う
は易しで、みんなそれがいいと思っている
んだけど、なかなかできないことの⼀つか
なと思います。 
 
⾦⼦：たとえば、モバイルの話でいくと、
それこそ 20 年前から携帯の速度は、ぐん
ぐん、上がっている。それは研究開発費も
もちろん投⼊されていますし、その原資と
なっているのはお客さんの利⽤料になって
いるわけですよね。そういう意味では、い
ま、すごく値下げの圧⼒が携帯キャリアに
かかっていますけど、逆に⾔えば、いまの
インフラというのはその原資を失いつつあ
ると考えることができると思うんです。結
局、いまの値段を下げることによって、将
来への投資を下げる。次に新しく必要とな
ってくるインフラを整備する費⽤が賄えな
いとなると、その IT の進化というのは⽌
まってしまうし、その中にはデジタルアー
カイブというのも⼀つあるのかなと思うん

ですけれども。その点、どのようにお考え
ですか。 
 
重野：いまの話はまったくそのとおりだと
思います。とくにいま、われわれの⽬の前
にあるのは、携帯電話の値下げという話に
なって、それはユーザーとしてはうれしい
ですね。同じサービスを安く使えてうれし
いんだけど、ただ、⼤きな視点で⾒たとき
に、われわれが払った利⽤料によって、た
とえばネットワークのサービスが発展して
いったり、もしくは研究開発がされたり、
ここが重要だと思うんだけど、そこに対す
る投資が減る、資⾦が減るというのはその
とおりなんじゃないかと思います。いま、
すごく安い⽅向にいろんなものが振れてい
ると思うんだけど、研究開発、投資、将来
への投資というのを、インフラへの投資と
いうのを維持するようなところというの
は、先ほど税⾦という⾔葉を使ったけど、
それに近い考え⽅で、認識していかなけれ
ばいけないんじゃないでしょうかねと思い
ます。そこは。 
⾦⼦：デジタルアーカイブで難しいなと思
うのは、データ所有者が持っているデータ
のサイズは⼈それぞれ違うし、そこに対し
て所有権っていうものも出てくる。電⼦納
本制度のようなもので、⾃分のデータは必
ず国会図書館に預けなさいみたいな、そう
いう制度もちょっと定着しづらいのかなと
いうことを考えていったときに、⼀⽅で、
デジタルインフラというものは、⼤⼩あれ
ども、基本的には超⼤量⽣産というか、
CPU にしろ、メモリにしろ、ストレージ
デバイスにしろ、超⼤量につくるから、あ
れだけの機能のもの、あれだけの容量のも
のを、あの値段で⼿に⼊れることができる
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と。それはパーツとして⾒たときに CPU
とかメモリとかじゃなくて、ストレージを
するデータセンター、ストレージを持つデ
ータセンターの構築であるとか、それの運
⽤管理、メンテナンスということを考えて
いくと、たくさんのデータを持てば持つほ
ど、安くつくっていくことができるもんだ
と思うんですよね。 
で、そういったデジタルの特徴とデータと
いうユーザーに属しているものというの
は、なんかこう相いれないというか、その
税⾦モデル、誰がそこに対してお⾦を払う
のかということも含めて、安くつくってい
く、スケールするようにつくっていくとい
う話とうまく折り合いがつかない部分が⼤
きくあるんじゃないかなと思うんですけ
ど、そういうのはどうお考えですか。 
 
重野：いまの話を聞いて思ったのは、まさ
にそれはあると思うんだけど、⼀つ、これ
は受け⼊れていいかなと思うのは、そのデ
ジタルの技術によっていろんな単価はずっ
と下がっていくというのはそのとおりだ
と。たとえば、ストレージのコストは下が
っていく話とか、同じネットワークの速さ
だったら、今⽇よりは明⽇のほうが安く使
えるようになるだとか、そういうのはまさ
にそうだと思うし、それが限りなくゼロ円
になっていくんじゃないかというのもちょ
っと魅⼒的なテーゼかなと思います。⼀⽅
で、データをつくったり、管理したり、保
守したりって、⼀定のコストがかかってい
て、その部分はそうそう簡単に下がらない
よねというのはそのとおりだと思ってい
て。もう⼀つあるとすると、とくにデジタ
ル系のコストが下がったことによって、あ
るいは技術が上がったことによって、より

多くの⼈が、これまではちょっと技術的に
難しかったよねということを簡単にできる
ようになってきているというのもある。 
 たとえば、YouTube のビデオなんかっ
て、いま、⼀般の⽅がつくられていて、ち
ょっと⾔葉は悪いけども、素⼈でもこんな
にすごいビデオをつくれるんだというもの
がたくさんあふれるようになってきて、こ
れは昔とちょっと違うことだと思うんです
よね。データの保管に関しても、これまで
はプロに任せないとできませんでしたが、
技術が上がって、より多くの⼈がある⼀定
以上のクオリティーでデータを扱ったり、
記録の準備をするということができるよう
になってきていると。 
 何が⾔いたいかというと、デジタルのコ
ストと変わらないデータのコスト、第三極
として⼈というのがあって、あるモチベー
ションを持った⼈がその⼆つをうまく使っ
たときに、網羅的ではないかもしれないけ
ど、ある領域に関しては、ある質以上の、
ほかの⼈も使いたくなるようなデータとい
うのが蓄えられてきているんじゃないか
な。これはたぶん、デジタルのいまの時代
の⼤きな特徴じゃないかと思うのね。われ
わ れ の 世 界 だ と 、 User-Generated 
Contents、UGC という⾔い⽅をちょっと
前にしてたんですが、ああいう考え⽅です
ね。 
 たとえばウィキペディアなんかも、百科
事典に相当するものを百科事典のプロの⼈
たちがこれまでつくっていたわけなんだけ
ども、そのいろいろな⽅⾯の専⾨家の⽅が
ボランタリーで書いて、あれだけのデータ
をそろえた。まあ、クオリティーの問題は
いろいろ議論されているけれども、そうい
うようなものって、いままではなかったも
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のだし、いま挙げた映像系のクリエーショ
ンの話もそうだと思うし、アーカイブなん
かもこれまでは趣味でやってきましたとい
う⼈たちが、その趣味でやっている分に関
してはものすごいクオリティーのものを残
したりということができるようになってき
ている。そんなものもうまく受け⽌めるこ
とができると、いまの⼆つのギャップのよ
うなものにもう⼀つ視点が⼊ればな、とは
思います。 
 
⾦⼦：⾮常に⾯⽩いお話で、なんかいわゆ
るデスクトップ、DTM とか、DTV とか、
デスクトップパブリッシングとかといわれ
ていたような、プロが PC を使ってやって
いた作業というものが、どんどんソフトウ
エア的にも安くなって、どんどん、裾野が
広がっていって、それによってまた新しい
世界が開けてくるというのが、クリエーシ
ョンの側だけじゃなくて、システム側で
も、確かにそうですよね。その PC とか
も、たとえば、⼤⼿の IBM とかが汎⽤機
をつくっていたわけですけど、ある意味の
互換機戦略というのが、PC/AT をリリー
スしたというのも⾯⽩い考え⽅ですけれど
も、そういった世界がアーカイブという IT
サービスとしても発⽣してくると。 
 
重野：近いところですね。アーカイブその
ものは無理かもしれない。でも、先ほど⾔
った両極のあいだを埋めていくというの
は、あるやなしやといったときに、そこを
近づける要素としてはあり得るんじゃない
かと思いますね。 

そうなったときにアーカイブの側から考
えると、やっぱりアーカイブのクオリティ
ーってものすごく⼤切にしていると思うん

だけれども、そこの考え⽅とかも少し柔軟
にしていかなければいけないかもしれませ
んよね。つまり、従前のフルスペックのア
ーカイブというのがあったとしたら、そう
じゃないかもしれないけど、あるコスト
で、クオリティーを⼤切にするというよう
なことも考えていかなければいけないと思
うし、たとえば、そういうことをやってい
る⼈たちが使えるようにテクノロジーを準
備する。平たく⾔えばソフトウエアを準備
するとか。こうやってくれたら将来、アー
カイブとつながるよと。アーカイブに⼊っ
ていくよ、あるいはアーカイブをつなげる
ことができるよ、みたいな、テクノロジ
ー、プラクティスみたいなものというのを
準備するというのも⼀つあるかもしれな
い。 
 
⾦⼦：そういう意味では、デスクトップパ
ブリッシングとか、ビデオ編集ソフトと
か、⾳楽作成ソフトのような汎⽤化がアー
カイブの世界ではできていないと。 
 
重野：そこはちょっとあまり知識ないんだ
けども、少なくとも⼀般的ではないんじゃ
ないかな。 
 
⾦⼦：たとえば、アーカイブのデータベー
スを構築するソフトウエアとか、オープン
ソースのものとかももちろんあるわけです
けれども、それはいわゆるプロユースをタ
ーゲットとしたソフトウエアで、地味にや
っ て い る 感 じ な ん で す よ ね 。 Adobe の
Premiere と か 、 Illustrator と か 、
Photoshop とか、Adobe ばかりですけれ
ど、そういったところと同レベルに扱うア
ーカイブソフトというか、その先ほどの利
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活⽤ということを意識したソフトウエア群
というのはないなと思って。 
 
重野：⾟うじてエンドユーザーレベルで
は、たぶん、オンラインストレージサービ
スが近いと思うんです。つまり、⾃分のつ
くったものをストレージに⼊れていって、
場合によっては、コミュニティーで共有す
るようなことに近いと思うんですけど、そ
れって、アーカイブじゃないし、いわゆる
データベースかと⾔われるとそうではな
い。でも、使い勝⼿としてはそういうもの
ぐらいしかなくって、ちゃんとした⻑期保
存に耐えるような⽅法論のようなものっ
て、エンドユーザーレベルでないんですよ
ね。 
 
⾦⼦：ないですよね。ただ単に保存すると
いうのはもちろんあります。Google ドラ
イブですとか、いろんなファイル共有ツー
ルもありますけど、それって単発ですよ
ね。あの⼈とやりとりをする、みたいな。
ウェブはけっこうオープンに開かれていま
すけど、ウェブはまたちょっと違う⽴ち位
置というか、アーカイブ、最新じゃないけ
ど、ちょっと古めのやつを扱おうとするよ
うなフィールドで、それを誰でも発信でき
て、それを誰もが閲覧できるようなツール
って、確かにない。 
 
重野：だから、そこはアーカイブと呼ばれ
ていないかたちで使われているんですよ
ね、きっとね。 

それはアーカイブと⾔わないでしょう、
と⾔われてしまうようなことかもしれない
んだけれども、そういうかたちのものが、
いま、どんどん、広まっていて、しかもそ

れが⼀つのサービスとして成り⽴つように
なってきている。その末端にアーカイブが
つながっていたら本当は⼀番よくて。それ
は図書とか、美術とか、そういういわゆる
本格的なアーカイブとちょっと違う世界で
はあるけれども、ただ、やっぱりそこを同
じ地平でつながっているというふうには、
いまはなってないかなというのをちょっと
感じますよね。 
 本当に YouTube に蓄えられているもの
って、ものすごい量と、ものすごい⾯⽩い
コンテンツが蓄えられていると、個⼈的に
は思うんですよね。で、これは著作権の問
題とかでいろいろあるのはわかるんだけれ
ども、たとえば、⾃分が昔⾒たようなもの
が YouTube で発⾒されることって、僕ら
の年代ってよくあって、それはたぶん、個
⼈の情熱で、デジタル化して、YouTube に
アップロードしているという状態だと思う
んですよね。だから、映像として YouTube
にアップロードするという⾏為はあるんだ
けど、決してアーカイブとして保存すると
いうふうに思ってやってはいないんじゃな
いかと。 
 
クオリティーと信⽤度 
 
⾦⼦：なるほど、そうですね。そのような
ことを考えていったときに、既存の、たと
えば本に象徴されるような世界っていうの
は、編集者がいて、著者がいて。著者も、
いってみればオタクの Extreme のような感
じだと思いますけれども、その懸けている
情熱量が、いまのそのデジタルのちょっと
したオタクよりも強いし、コストもかかっ
ていると思うんですね。その⼈たちがすご
く情報を整理して発信しているのに対し
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て、YouTube とか、ソーシャルネットワー
キングサービスで出てくる情報発信という
のは、キュレーションという⾔葉を使った
らちょっと語弊があるかもしれませんけれ
ども、もっと緩い情報整理になっている気
がします。そのあたりの違いというのは、
何か影響って出てくるんですかね。 
 
重野：いまのお話、すごく重要なポイント
がいくつか含まれていると思っていて。
私、このお話の中で、あたかも普通のエン
ドユーザーがつくったもののクオリティー
について何も⾔わずに素晴らしいものがあ
ると、ずっと⾔っていますけれども、実は
プロがつくったものは、やっぱりプロのク
オリティーと内容があるわけですね。で、
最近ちょっと思うのは、ご質問とかみ合わ
なくなるけど、そこの境を曖昧にしすぎて
いるかなというのはちょっと感じます。つ
まり、プロクオリティーはやっぱりプロク
オリティーであって、とくに先ほどの著作
権の問題なんかもそうなんだけど、エンド
ユーザー、⼀般の⼈がいろいろつくったと
して、じゃあ、世の中そっち側だけのコン
テンツになってしまうとしたら、いわゆる
プロクオリティーの仕事ってなくなるのか
なと。なくなっていいのかなと思ったとき
に、それはよくないと思っていて、やっぱ
りプロはプロのクオリティーがあって、そ
れは維持されなければいけないと思うんで
すね。だから、本当はそこは両⽴しないと
いけないなと。両⽴して、できるような仕
組みが必要だなとは思っています。 
 で、エンドユーザーとして考えるときに
恐ろしいのが、⽬が肥えてない状態になっ
てくる。いいものを⾒ている⼈はいいもの
だとわかる、感じることができるんだけ

ど、こう⾔ってはなんだけど、ノイズのよ
うな情報もたくさん増えてきて、それでい
いやとなっていったときに、そもそもいい
ものと悪いものの区別がつかなくなってく
る。これは本当に恐れないといけなくて、
いわゆる美術、芸術ではないけれども、そ
の⼀つって、いわばフェイクニュースのよ
うな話だと思うんですね。フェイクまでい
ってしまえば明らかにうそなんだけど、う
そか本当かわからないような情報があふれ
ていって、じゃあ、どうなんですかという
話になりますよね。そのときに、いわゆる
プロフェッショナルのジャーナリストが扱
った情報というのと、なんとなく流れてい
る情報というのはやっぱり峻別されるポイ
ントがなければいけないと思う。なので、
どうやって両⽅を成り⽴たせつつ、⽬的に
応じてというか、うまく利⽤しつつ、本
来、最もいいもの、最もクオリティーの⾼
いものはこういうものなんだよということ
をどうやって残していくのかというのは、
いまちょっといろんな問題をごちゃ混ぜに
⾔っていますけれども、それは⼀つ、⼤き
なポイントとしてあるんじゃないかなと。
⼀つ、恐れるのは、本物を、あるいはクオ
リティーの⾼いということを、だんだん理
解できなくなってしまうというのは恐いポ
イントかなと思いますね。 
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⾦⼦：プロクオリティーと素⼈クオリティ
ーを峻別できる必要がある。それは僕はそ
のとおりだと思うんです。それはステップ
関数のように、段差があって峻別できるも
のなのか。すごく連続的につながってい
て、⼈によってその峻別のポイントが違う
ことを許しながらも、判断をユーザーに委
ねるか。どちらなんですかね。 
 
重野：峻別という⾔葉を使ったので、こう
ステップなイメージですよね。なんだけ
ど、実際にはグラデーションかかりますよ
ね。で、もちろん個⼈がというのもあるけ
れども、やっぱりどちらかというと集合的
に考えていいんじゃないでしょうかね。わ
れわれ全体として、という⾔い⽅をしても
いいんじゃないでしょうかね。少し緩くな
りますけど。 
 
⾦⼦：先ほど例に挙げた国会図書館の納本
制度というのは、本という書籍になってい
ることが峻別の⼀⼤要因になっていると僕
は思うんですよ。 
 
重野：少なくともそうでしょうね。過去は
少なくともそうだと思う。 
 
⾦⼦：僕が書いたメモ書きを「本だ」とい
って、ISBN の発⾏を依頼して付けたら受
け取ってくれるのかという、ちょっと僕は
その詳しいところはわからないんですけど
も、でも、デジタルはそれを受け取ります
よね。そもそも、本か、本じゃないか、み
たいな体裁で判断することもできません
し、同じ PDF ですとか⾔われると困りま
すし、同じ JPEG ですと⾔われても困りま

すし。外形的な基準を導⼊することも難し
いですし、峻別はできるんですかね。 
 
重野：いままで、とくにものがあった時代
って、ある種の信⽤度っていろいろなかた
ちで付けられてきたように思うんですね。
それは本物だったかどうかとはちょっと別
なんだけど、でも、⼈間の感覚としてはだ
いたいそれを⾒ていたと思うんですね。た
とえば、ある出版社から出ているというこ
とが重要であったり、本の体裁として安っ
ぽくないという、そういう感覚だったりす
るかもしれないし、いい紙を使っているね
とか、学術書ってこういうもんだよね、そ
の学術書の体裁になっているから、とか
ね。そういうことってあったと思うんだけ
ど、デジタルになると、そういうのって剥
がされてしまうものが多くて。どういうク
オリティーのものなのか、どういう信⽤度
のものなのか、どういう価値があるものな
のかということを伝える情報というのはそ
ぎ落とされてしまっている状態になってい
るというのは、そのとおりだと思うんです
よね。 
 ちょうど⾯⽩い話があって、いま、学⽣
さんに読んでもらう教科書みたいなものを
考えたときに、本のかたちで出ていると、
ほら、この教科書があるからってぱっと渡
せるわけなんだけど、それまったく同じ内
容がウェブにあったりする、クリエーティ
ブ・コモンズで出しているというケースが
あって、そうすると、単なるウェブページ
で⼀冊の本なりが本当に⾒えると。これ
は、これだけを聞くとすごく理想的なんだ
けど、そのウェブページだけを⾒ると、果
たして、教科書なのか、専⾨書なのか、趣
味で書かれたものなのか、よくわからない
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んですよね。やっぱり⼈間って、本のかた
ちで⾒ると、⽴派だ、読まないといけな
い、勉強しないといけないという気分にな
るんだけど、ウェブページのこれ⾒ると、
なんかそういう気にはならないよねという
のがあって、それって、ある種の信⽤度、
クオリティーの査定がうまくいってないと
いうのが関係するという感じがあります
ね。そこがたぶん、デジタルって⼀つ、難
しいところですよね。どうやって、信⽤度
というか、クオリティーというのが、⼤丈
夫だよということを、伝えていくのかとい
うところは課題じゃないかなと思うんです
けどね。 
 
⾦⼦：それは使う側もそうですけど、保存
しようと思う側や、保存を受けるサービス
側も同じ話を突きつけられますよね。これ
は価値があるのか、ないのか。体裁で判断
できないよねという話もありますし、デジ
タルデータで加⼯したら、実は使える⼈、
増えるんじゃないの、という話まで出てき
ますよね。物理的な本の場合って、それを
加⼯したらって、なにもシュレッダーにか
けるわけじゃないから、⽂字どおりの情報
をどう理解するかということですけど、そ
こにデジタルの場合は Processing を容易に
加えていくことができる。そうすると、判
断はさらに難しくなってくると思うんです
よね。そうなってくると、峻別はできるん
ですかね。 
 
重野：峻別はやっぱりできないんじゃない
ですか。それはやっぱりすごくグラデーシ
ョンになるんじゃないですか。 
 

⾦⼦：そのグラデーションが、どんどん、
緩くなってしまうような気がして、緩くな
る要素しか⾒つからないというか、エッジ
をきちっと⽴てるような違い。だから、ア
ーカイブやりましょうという話をしたとき
に、「じゃあ、いつの何を保存するんだ」
「何をもって⼤事って判断するんですか」
「これは加⼯したらもっと使えるようにな
るんだけど」というのが、よく聞く話なん
ですけど。そこに対して、システム側とし
ては何もソリューションを持っていない。
いや、これはなんですか、シャノンの情報
理論といって何ビットの情報しか出てきま
せん、みたいなことを⾔えばいいとか、で
も、もはやそのビットで情報を表す、情報
量を表すということもどんどん怪しくなっ
てきていて、確かにビットとしては多いけ
れども、本質的な情報とリンクしているの
かというと、本質的な情報量とはリンクし
ない指標になってきてしまっているし。 
 
重野：アーカイブということで⾔うなら
ば、コストがかかるから、なんでもかんで
もアーカイブするわけにいかないので、な
んらかの取捨選択が働いていると思うんで
すよ。だから、その範囲において、無限に
ノイズとなる情報が増えてしまうというこ
とはあんまり⼼配しなくて。いまのところ
は⼼配しなくていいかなと思うというのが
⼀つと、⼀⽅で、アーカイブする側がその
価値判断をしていいのだろうかというの
は、聞いていて思いました。それ、すごく
難しい問題を含んでいて、これは価値があ
り、これは価値がないというふうに⾔える
かどうか。これはクオリティーが⾼くて、
これはクオリティーが低い。クオリティー
がとにかく低いから、アーカイブの価値、
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意味がないと⾔えるかどうか。同じものを
撮った写真だったら、より⾼画質なもの
と、画質が低いもの、情報量が低いもの、
というのはわかるんだけれども、違うもの
に対して、こちらはあり、こちらはなし、
みたいなことって、たぶん、アーカイブの
側ではできないんじゃないかな。できない
というか、倫理判断に⼊ってしまうんじゃ
ないかなと。 
 
⾦⼦：いまのお話はシステム的にはすごく
⼤きな⽰唆を与えているような気がして、
⼀種のバッファ領域がいるということを先
⽣はおっしゃっていますよね。いままで、
たとえば、納本制度だったら、本ができま
した、はい、納本しますという、ドア⼀枚
を隔てた先にアーカイブというものがあっ
たような気がするんですけど、いまの話は
価値判断というものが難しいから、納める
けどそれがアーカイブされるかどうかわか
りませんよという、こうあいだに⼀度、⼊
って、そこである種の年⽉か何かが判断す
る。こういうことを⾔うと、アーカイブを
詳しく勉強されている⽅から、いや、アー
カイブのルールブックに書いてあると⾔わ
れる。まあ、書いてあるんですね、実は。
何年間保存して、もう⼀回、それが必要か
どうかをレビューして、保留するときは保
留して、バッファに⼊れたまま。で、判断
できた場合は保存に回しましょう。判断が
できた場合は捨てましょう、というルール
ブックがあるんですけれども、まさにその
バッファ領域をどのようにつくっていくか
をもっと議論しないといけないなと、い
ま、聞いていて思いました。 
 

重野：国会図書館の話で⾔うならば、「こ
んな本も本として受け⼊れられました」み
たいな話ってたくさんあると思うんです
ね。「これを本と呼んでいいのか」と過去
に議論されたとか、事例がたくさんあると
思うんだけど、なんとなく思うのは、たぶ
ん、いまのバッファ領域という話に近いと
思うんですね。結局、本当の価値があるか
ないかじゃなくて、多くの⼈にとって価値
が感じられないものというのは、仮にアー
カイブとして残っていたとしても、ずっと
アクセスされないで、海の底に沈んでいっ
ているような存在になっていく。それか
ら、いくらデジタルがタダに近くなってく
るといっても、どこかに有限な情報の限界
があって、どこから整理しましょうかとい
うときに、整理されていく対象になってい
くんだろうなとは思うんですね。 

 でも、そこに⼈間のあとに個⼈の考えが
⼊って、これは残す、残さないというふう
にするのは、⾮常にパブリックなものとし
ては難しい。⾃分のハードディスクの話だ
ったら問題ないけど、パブリックのものと
しては難しいような気がします。その価値
判断をしようと思うと、われわれのあいだ
でも問題になっている論⽂の査読制度みた
いな話になって、その分野の知識のある⼈
たちがレビューをして、その結果としてこ
れはある⼀定のクオリティーがあるやなし
やというお墨つきを与えることがどうして
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も必要になってきてしまうかなと思うんで
すね。その価値をもし⼊れなければいけな
いんだったら。 
そこ、アーカイブはどうなんでしょうね。
価値判断をしてきちんとしたものをきちん
と収めていくというのが⼀つの⽅法だと思
うし、容量的に⼤丈夫なものはどんどん減
る。あるいはバッファ領域にどんどん⼊れ
ていくというのも⼀つだと思うんですよ
ね。 
 
⾦⼦：バッファ領域の扱い⽅というか、学
術界だったらピアレビューがありますけ
ど、あの査読システムってオープンじゃな
いですよね。その編集者が、誰々と誰々に
依頼しましょうといって、その依頼された
⼈のジャッジメントで決まるわけで。で
も、そのデータの流通とか利活⽤を考える
と、学会でもありますけど、落ちたけどあ
れは絶対価値のあるものだった、とか、歴
史的にも、そういう重要な案件がリジェク
トされまくっていて、なんであのとき⾔っ
たのに、みたいな話が時々出てきますけれ
ども、それがもっと⼤規模に起こるんじゃ
ないかと。そうすると、バッファ領域とい
うのは⼀種のオープンレビューをしないと
いけないところなのかなとも思ったりもし
ます。デジタルというものはオープンレビ
ューを可能にするものだと思うので。複製
は容易ですから。そうすると、なんかバッ
ファ領域のハンドリングだけで⼀⼤システ
ムをつくってというふうにしないと、本当
に価値のあるものを残していけないような
気がするんですけど、どうでしょう。 
 
重野：オープンレビューというのは⼀つの
⽅法かなと思いますが、ものによると思う

けど、オープンレビューだけではうまくい
かないことは、いろんなところで⾒えてき
たんじゃないかなと思いますと。たとえ
ば、いま、推薦システム、あるいはユーザ
ーの投票システムのようなものってあちこ
ちで動いていっているけど、その推薦する
こと⾃体が、あまりよろしくないビジネス
になってしまったりして、情報が汚染され
ているというのかな、そういうのはありま
すよね。ある⾯ではうまくいくけど、やっ
ぱりある⾯ではうまくいかないというとこ
ろがある。いまのところ、オープンレビュ
ーに関しては。 
 ⼀⽅で、だからこそ、キュレーターじゃ
ないけれども、もしくはキュレーターの仕
事かもしれないけども、ある⾒識・ある知
識を持っている⼈からの情報発信を捉えて
いく。そういう⼈たちに情報発信をしても
らって、エンドユーザーとしてはそういう
⼈たちを捉えていく。そのエンドユーザー
⾃⾝が、この⼈の⾔っていることは真実だ
とか、ある⼀定のクオリティーがあるな、
と感じることができるのかが重要なんじゃ
ないかなと思います。 
 でも、ある⼈物の⾔うことを信頼しても
いいんじゃないか、ということは、インタ
ーネットの上では、実は危なくなってい
て。⼈物そのものがフェイクだということ
が技術的にできてしまう時代になった。実
在しない⼈物が、たとえば、Facebook を
やっていますとか、Instagram をやってい
ます、ということが実際できてしまってい
て、それが社会問題になっている側⾯もあ
るので、そういうのも⾒極めながら、やっ
ぱり⾃分のアンテナを信じていくしかない
というところも⼀つある。だから、いくつ
か⼿はあるんだけど、いま、決定打はない
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んじゃないかなというのが私の意⾒です
ね。 
 
⾦⼦：レスポンシビリティーというか、あ
の⼈はジャッジできるよね、と考えたとき
に、もちろん利⽤者側は「あの⼈」を信じ
る。それを信じた結果、起こったものに対
して、レスポンシビリティーを負うことに
なると思うんですけど、⼀⽅で、その発信
する側、ジャッジメントをする側もレスポ
ンシビリティーというのが出てくる。けれ
ども、そういったところにも、ある種の⾒
返りを与えないと、社会的には機能しない
ですよね。無償でやってくださいというふ
うにもならないですし。 
 
デジタルアーカイブのシステム構築 
 
⾦⼦：デジタルアーカイブを考えていく
と、僕は IT システムをつくるつもりなん
だけれども、IT システムというのは、やっ
ぱりデジタルトランスフォーメーションで
よく⾔われるように、⼈間社会の中とフィ
ットしなくてはいけなくて、⼈間社会の中
での役割と、そのシステム的な役割という
のをうまくつなげてあげないといけない。
そういうことを考えながら設計しようとす
ると、フリーズしてしまうというか。どう
落とし所を⾒つけていったらいいんだろう
か。先ほどの体裁で判断できないですよ
ね、という話と似ているのかもしれないで
すけれども、体裁で判断できないから、デ
ジタルで何か判断できる要素はあるんでし
ょうか、というところを突き詰めていく
と、技術に何を落とし込めばいいのか、と
いうが⾮常に難しい。既存のサービス企業
があるわけではないから、そこを伸ばして

いきましょうという話でもないですし、ど
こかからうまくつなげていくといったとき
に、じゃあ、どこを成⻑させていき、どこ
を伸ばしていきながら、どのモデルを拡張
していきながら、デジタルアーカイブとい
うものをシステムとして構築していくの
か。そのあたり、⼀端をいろいろと先⽣と
お話ししながら、どんどん、ごぼごぼ、出
てきているわけですけれども、何かいいア
イデアって、先⽣、ありますか。 
 
重野：いまのご質問は、最近、私が感じて
いるものにすごく近くて。これまでデジタ
ルのシステムって、スコープを絞って、あ
る⽤途のためのシステムをつくるというこ
とをやっていて、ある⽤途のためのシステ
ムをつくるためには、それを使う⼈の意⾒
をたくさん聞いて、制度を調べてなんとか
してという、狭い世界だったら、そういう
やり⽅でたぶん、⼀定のクオリティーのシ
ステムをつくっていくことができて、不具
合があっても、限られた⼈たちの評判を聞
いて直していくことで対応できた。だけ
ど、広く社会システムとして機能するよう
なデジタルシステムを考えた場合、これは
最近、デジ庁とかで政府で問題になってい
るような案件かなと思うし、広くアーカイ
ブもそうかもしれないと思っているんだけ
ど、こういうシステムって、たぶん、設計
しきれないシステムなんじゃないかなと、
最近、感じています。 
 情報屋さんとしては、「情報システムは
ここまでできるよ」とはできるけれども、
たぶんそれだけではシステムが成り⽴たな
くて、いろんな要素が絡んでくる。これを
限られた⼈が、あらかじめ完全なかたち、
もしくは完全に近いかたちで、サービスな
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り、システムとして企画することは、おそ
らくもうできない規模になってきている、
というのは、最近感じていることです。仮
にできたとしても、情報の技術ってどんど
ん進むから、あるスナップショットはでき
ているなと思ったものが、翌⽇には、翌⽉
には、たぶん、違ってしまっている、変わ
ってしまっている。というわけで、時間を
かけて設計しても、変化に追いついていけ
ない。要は、やっぱりあらかじめつくりき
ることは無理なんじゃないかなと思いま
す。 
問題は、いまのデジタルとか社会の変化の
スピードについていける範囲で何が出せる
か。何か出していたものがあまりにも時間
がかかるものだと、できたときには世の中
が進んでしまっていて、あまりにもギャッ
プが多くなるから、いかに早く出していけ
るか。早く出していけるサービスの⼤きさ
はどのくらいで、このタイミングでここに
出していきましょう、というのをひたすら
続けるしかないんじゃないかなと。出して
みては直す、出してみては直す。もしく
は、ひとりじゃなくて、たくさんの⼈がい
ろんなことをやっていって、「ごめん、駄
⽬だった」、「これ駄⽬だった」を許す。勝
ち残りというと厳しいんだけど、うまくフ
ィットしていくものをみんなで探していく
というアプローチを取るしかないんじゃな
いかなと感じます。もちろん、ある⼀定の
ものをつくり出してサービスしないと、そ
れも⾒えてこないんだけど、サービスしな
いで考え続けるのはちょっと難しくなって
て。あるいは、どんどん、いろんなことを
やって出して、いろいろとトライする⼈を
尊重して、どんどんトライしてくださいと
いうふうにして、事例を積み上げるかたち

でしか社会インフラみたいなものってつく
っていけないんじゃないかなと。そんなふ
うに感じています。 
 
⾦⼦：なるほど。いやあ、ありがとうござ
います。そうですね、なんかこう、家を設
計するとか、町を設計するというのが建築
の世界で、ずっと都市設計も含めてやられ
てきて、ある程度、機能していた部分って
⼤きいと思うんですけど、IT はなかなかそ
こまでいけなさそうですね。 
 
重野：難しいんじゃないでしょうかね、⾮
常に。ちょっと⼈の命がかかることは、そ
んなお気楽には⾔えないんだけど、そうじ
ゃないんだとしたら、いろんなトライアル
をしながら⾒ていくしかないんじゃないか
なと思います。 
 

⾦⼦：それだけの負担を強いることはでき
るんですかね。結局それって、膨⼤なエネ
ルギーを⼈類がかけるということになりま
すけど、みんなデジタルアーカイブに夢を
持っていないいま、そこにお⾦をかけてく
れるのか。チャレンジする時間をくれるの
か。 
 
重野：グラデーションはあるんですよ。い
まみたいなことって、すべてのシステムが
そうじゃなくて、やっぱりかっちりとつく
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り込まなければいけないところはあるし、
そこをあるスペックを決めてつくることは
できる。そのとおりです。で、それはやっ
たほうがいいし、やらなければいけないこ
とだと。だけど、⼤きなシステムになった
ときは、私がいま⾔ったように、もっとト
ライしなければいけない。そのためのコス
トはどうするんですかということだと思う
んだけど、膨⼤なトライアルのコストって
いう以前に、誰がやるんですか、という問
題に結局のところ⾏き着くと思うんですよ
ね。たくさんいるのか、少ないのかとい
う、そういう問題の以前に、誰がやるんで
すかというところです。これまでは、情報
をなりわいとする⼈たちが、そのようなシ
ステムをつくるという役割があったんだけ
れども、そうじゃないとできない部分もあ
りながら、そんなことをやっていたら⼈⼿
が⾜りないよね、というところまでもうき
てしまったんじゃないかなと思います。 
 なので、技術を、とくにデジタル技術
を、みんなが使えるようになって、先ほど
の YouTube のビデオじゃないですけど
も、ちょっと不便だなと思ったなら、⾃分
がそれに合わせるんじゃなくて、あるいは
やってみたいなと思ったら、何かないかな
と探すんじゃなくて、⾃分からやってみる
という⼈たちをいかにたくさん養成するか
ということじゃないでしょうか。つまり、
情報⼯学科の⼈たちはプロとしてやってい
く道があると思うけども、そうじゃない⼈
たちも、情報⼯学的なフレーバーをちょっ
と触れてもらって、気軽にひょいひょいと
やってもらえる環境、あるいはそういうこ
とができるような技術というのをたくさん
つくっていって、やっぱり関わっていく⼈

を増やすしかないんじゃないかなと思いま
す。 
 
⾦⼦：今⽇は理⼯学部情報⼯学科の重野先
⽣と、デジタルインフラとしてのデジタル
アーカイブをどうつくるか、ということで
すかね、まとめると。お話しいただきまし
た。ありがとうございました。 
 
重野：まとめになっていますけど、主にシ
ステムの話ですよね。コンテンツをどうや
ってつくるのかという、そういう情熱と⽅
策というのはやっぱりあるかなと思いなが
ら話をしていました。どうもありがとうご
ざいました。 
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＜＜ 番外編 ＞＞ 
重野：最後は僕がいま、興味を持っている
ことの⼀つなんだよね。どうやってこのシ
ステムをつくっていくの。こういうシステ
ム。 
 
⾦⼦：やっぱりそこはとくにデジタルアー
カイブだけじゃなくて、いろんな意味で考
えなくてはいけないところだと思います
し、それがデジタルアーカイブという⼀つ
のエグザンプルからそういった話題が出て
くるというのは、僕は⾮常に重要なことだ
と思う。 
デジタルアーカイブをやっている⼈と話し
ていると、「これは社会インフラだから
⼤々的にやるべきだ」とか、そういう話っ
てよく出てくるんですよね。結局、「誰が
やるんだ」とか、「その規模になったら動
かねえぞ」みたいな、で、ぽしゃるとい
う。そういうことが多いので、スモールス
タートでもいいから、そういうことをちょ
っとずつやっていく。それが社会的なある
程度の、先ほどのデスクトップミュージッ
クとか、DTP とかの話も、何年の歴史が
あっていまここなんだということを考える
と、そうだよなって思ったんですよね。お
話、聞きながら。 
 
テクノロジーの進歩に感動 
 
重野：でもさ、やっぱり技術の進歩って、
そういうとこすごいよね。この 10 年ぐら
いでやっぱりこう⾔っちゃ悪いけど、素⼈
さんがビデオ編集して、⼈様に⾒て楽しめ
るコンテンツが出せるようになった。⾳楽
もバンド仲間が集まんないとできなかった
よねという時代から、やりたければ⼀⼈で

つくってしまうということができるところ
まで、テクノロジーがサポート、きたんだ
よね。 
 
⾦⼦：でも、それ、⼀朝⼀⼣じゃないです
よね。僕が思うのは、初期のころの超絶遅
い CPU と超絶ちっちゃいメモリで何がエ
ッセンスなのかというのを突き詰めてきた
時代があるからこそ、いまなのかななん
て、勝⼿な思い込みかもしれないけど。 
 
重野：そうだと思う。あと、やっぱり好き
だとか、やってみたいという情熱が、うま
くこう、ベクトルが合うと、どれだけパワ
ーがあるのかということかなと思います
ね。 
 
⾦⼦：そう、やっぱり少ない CPU でも頑
張っていた⼈たちがいて、この前、⼭下達
郎の『サンデー・ソングブック』って、
TOKYO FM でやっている番組、このコロ
ナになって、radiko でラジオを聴く⼈が増
えて、いままで⼭下達郎、はがきでしかリ
クエストとか、コメントとか、募集してな
かったのが、コロナになったから、オンラ
インを解禁したんですよ。そうすると、若
年層とか、いままで来てない層から相当量
の e メールでのメールとかが来るようにな
って、そこへ質問とかが上がってくるんで
す。⾮常に⾯⽩い質問があって、その中の
⼀つに「アナログに戻ることはないんです
か」とか、「なんでアナログをやり続けな
かったんですか」「最初のデジタルになり
始めたころって、やっぱり品質が悪かった
ですよね」という話、質問が出てきて。そ
れに対する答えは、ひとりでは⾷い⽌めら
れないだけの流れがデジタルにはあった
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と。もちろん、マイグレーションする、ト
ランジションのフェーズのときには、こん
なデジタル使えねえよという話だったけれ
ども、それを超えたら、エンジニアがもう
アナログはやりませんと⾔い始めたと。も
うデジタルですからって、アナログをやっ
てくれる⼈がいなくなったというのも⼀つ
の要因だと、という話を聞いて、そういう
ものか、と。で、その積み重ねでいまがあ
る。だから、いまはもうデジタルで⾳づく
りをするというのが当然で、アナログはし
ませんって。 
 
重野：それってなんか、最近ね、最近とい
うか、この年になって、技術ってそういう
ものなんだなって思うのは、パソコンを買
い換えるときにさ、「いるか、こんなの」
「前のと同じだよな」と思って乗り換える
んだけど、乗り換えると元に戻れないじゃ
ん。わずかな差なんだよね。そういうスペ
ックで⾒たときにはわずかな差で、乗り換
える本⼈も⼤した魅⼒じゃないように感じ
ているんだけども、新しい技術に乗っかっ
たときに戻れるかというと、戻れなくな
る。それって、個⼈が思っているような⼩
さな変化かもしれないけども、でも、実際
やってみると、⼤きく効いてくるところな
んだろうなって思う。使い勝⼿がちょっと
いいとか、ちょっと速いとか、ちょっとレ
スポンスが良いとか、ちょっときれいとか
っていうのって、⼗分技術は進化する、進
歩する。 
 
⾦⼦：そうですよね。それこそ僕の学⽣時
代なんかは、CPU なんかクロック競争だ
ったから、びゅんびゅん上がっていって、
おお、こんなに上がったから買い換えだと

思ってたけど、最近は⾔うほどクロックも
上がらないし、ぱっと⾒、性能変わってな
いように⾒えるけど、ソフトウエアがその
範囲内で拡張するんですよね。そのソフト
ウエアアップデートも、リリースノートと
かを⾒ていると、そんなに⼤きな変化があ
るわけじゃないんだけれども、ちょっとず
つ便利になっていって、気づいたら⼀世代
前のとはけっこうな差がついていて、その
結果、先ほど先⽣がおっしゃったような戻
れない感じになっていて、「そうか、やっ
ぱり PC は新しいのに買い換えなくちゃい
けないのかな」って。 
 
時間を超えたインフルエンス 
 
重野：あとね、ちょっと頭に浮かんだけど
話さなかったのは、いわゆる UGC とプロ
のクオリティーの差がどうなっていくのか
というのも⾯⽩い話題で、僕は、やっぱり
YouTube すごいなと本当に思っていて、と
いうのは、たとえば、僕が中学⽣のころに
聴いたラジオ番組とかが載っかってるんだ
よね。 
 
⾦⼦：載ってますよね。 
 
重野：うん。⾦⼦さんとか年代的に合わな
いと思うけど、僕らの年代って、中学⽣ぐ
らいになると、ラジカセを買う。で、カセ
ットに録⾳、⾳楽を録⾳できるようになっ
て、それで⾳楽を聴き始める、典型的な中
坊のやることなんで。でね、ラジカセ買っ
た⾃体だけではさ、⾳楽ソースがないわけ
じゃない。 
⾦⼦：うん、そうですね。 
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重野：で、お⾦持ちはさ、レコードを買っ
て、ちょっといったら CD を買って、カセ
ットへ録⾳するんだけど、最初にやること
っていうのは、ラジオで流れたものを、エ
アチェックというのかな、録⾳する。 
で、びっくりしたんだけど、たぶんなんだ
けど、僕が中学⽣のころかな、⼀番始めに
ラジカセを買ったときに録⾳したライブコ
ンサートがあったわけ。それこそさ、すり
切れるほど聴いた。同じ⾳源を。それは年
代もあるし、⾦がないというのもあるし、
コンテンツが限られているとか、いろんな
要素が、いろんなことを強いられていると
いう部分もあるんだけど、本当にすり切れ
るぐらい聴いて。そのコンサートも MC の
⼀字⼀句まで再現できるぐらい、いまだに
記憶に残っているようなものがあるんだけ
ど、それって、たとえば、NHK-FM で放
送したようなものなんだよね。当然、いま
ないわけ。ないんだけど、YouTube に上が
ってるんだよ、それが。たぶんね、コンサ
ートのバージョンがあって、何回か講演し
たうち、放送したバージョンと放送しなか
ったバージョンがあって、ちょっと記憶と
違うところがあるんだけど、たぶん、⼀連
のコンサートツアーかなんかの、NHK ホ
ール初⽇と２⽇⽬くらいの違いの範囲の⾳
源が上がっている。これってアーカイブ？ 
 
⾦⼦：アーカイブだと思いますけどね。 
 
重野：で、それ知ってる⼈は知ってるんだ
よ。だから、コメント欄とかに、よくぞこ
の⾳源を、みたいなことが、10 ⼈ぐらい書
いてあるわけね。もちろん、聴いていて思
っていると思うけど、コメントする勇気が
あったのは 10 ⼈ぐらいだったと思うんだ

けど。だから、なんかみんなの記憶にある
ものが、ちゃんとデータとして残るという
か、そこにいま、存在していると。 
 
⾦⼦：よく似た話で、最近、ちょっと時事
ネタもあって、⾕村有美、思い出したわけ
ですよ。聴くかあと思って YouTube 探し
たら。 
 
重野：あった？ 
 
⾦⼦：あったんですよ、普通に。⾼校のと
きの友達が⾕村有美、すごいいいよって⾔
って、CD 貸してくれて、聴いて、まあ、
「そっか」ぐらいの感じだったんですけ
ど、今回、初めて YouTube で探して聴い
てみたら、コメント欄に⾕村有美はライブ
がいいって書いてあるんですよ。で、その
ライブの市販されているビデオをアップし
てくれている⼈がいて、⾒たら、「本当
だ」と思って。CD が全然、⾕村有美の魅
⼒を引き出せてない。 
 
重野：その話を聞くと、恐ろしいことに、
冷静な客観的な時間としては過去で終わっ
た話なんだけど、YouTube の中でそのライ
ブを⾒てしまったために、今今のコンテン
ツ、今今のアーティストとして認識される
じゃないですか。 
それって、アーカイブの使い⽅のものすご
いところで、たとえば、絵なんかもそうな
んだよね。18 世紀の絵ですといって、僕ら
は「なんだ、古い絵だな」と思ってるんだ
けど、いま出会った⼈にとっては、それは
いまのコンテンツとしてよみがえるわけ
よ。 
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⾦⼦：それがこう、本当のいまのコンテン
ツとミックスして、またつながっていくと
いうか。 
 
重野：そう。その⼈の中には差がないわけ
ね。図書館なんかもそうなんだけど、アー
カイブがベースラインにあることなんだと
思うんだよね。YouTube を⾒てると、80
年代の CM とかさ、どうでもいいものを取
ってある⼈は取ってある。で、⾒ると、
「ああ、こんなのあったな」と思うぐらい
なんだけど、CM クリエイトしているよう
な若い⼈が⾒たときに、80 年代の CM っ
てこういうことなんだねって勉強できたり
するわけじゃない、きっと。それって、く
だる、くだらないという価値判断をしてし
まったらなくなってしまうことなので、た
ぶん、アーカイブってそういうものなんだ
よ。誰かが情熱を傾けたものは取っておく
んだよ。 
 
⾦⼦：それは確かに、アーカイブっていう
ものの⾯⽩さというのは、ただ年代ものを
取っておく、みたいな捉え⽅をされますけ
ど、そうじゃないですよね。その価値とし
て。デジタルの⾯⽩いところは、お⾦をつ
ぎ込んでおけば、クオリティーを維持でき
るわけじゃないですか。紙みたいにちぎれ
るわけでもなく、ちゃんとお⾦やって、リ
ダンダンシー担保しておけば保存できるわ
けで。そういったときのコンテンツの価値
というか、逆に⾔えば、いまのデジタルデ
ータのほとんどは、僕が思うに、映画の⽤
語で⾔うとファーストウィンドウだけで終
わっている気がするんですよね。最初に映
画館でプレミア上映して、それで終了、み
た い な 。 で も 、 映 画 会 社 っ て そ の あ と

DVD も出して、オンライン配信もする。
そういうのをどんどん、積み重ねていきな
がら、実際制作費も、たとえばプレミア上
映でカバーしているから、残りは濡れ⼿に
粟でしょうという感じでやっているわけで
すけど、映画コンテンツ以外は、ほとんど
セカンドウィンドウでビジネスしてないで
すよね。 
で、やっぱりそこを魅⼒として出していけ
るなり、昔のコンテンツをいまのあなたと
つなげる、みたいなところを、どのように
やるかというところが、デジタルの⼀番⾯
⽩いところなのかなって。物質としてある
ものというのは、美術館とか博物館に⾏か
ないと巡り会えないものですけど、デジタ
ルだったら、いつでもどこでもあなたにど
うぞ、という感じでできるわけで。そこが
できるとアーカイブというのは全然違う意
味を持ってくる。まさに先⽣がいま、おっ
しゃった、いまのコンテンツなんだよねと
いう、それをどうつくるかという。 
 
重野：あとね、⼀⽅で、最近感じているの
は、⼭下達郎の話がまさにそうなんだけ
ど、今今の⾳楽として、80 年、90 年ぐら
いのときの⼭下達郎のアルバムを僕は聴い
てしまって、それは、ノスタルジーもあ
る。昔、⾃分が若いとき聴いていたという
のもあるんだけども、そのノスタルジーを
さっ引いたとして、それでもなおかつ、ま
だクオリティーが⾼いなと思うわけ。私個
⼈的には。だけど、いまの⼈はそれくらい
の⾳楽と張り合わないといけなくなるんだ
よね。 
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⾦⼦：そうですね。 
 
重野：いままでなくなっていたからさ。年
寄りがリバイバルだねなんて⾔ってたんだ
けど、あれぐらいのクオリティーのものが
残っていると、昔の⼭下達郎を聴いてれば
いいや、みたいなことになって、いまの過
去、もしかしたら、何⼗年後に⼭下達郎級
になるような⼈たちの⾳楽というのに⽬を
向けないかもしれないわけ。そうなってき
たときに、クリエイティブってどうなのか
なということも考えなければならなくて。
たとえば、AKB48 とかさ、何⼗⼈かひと
まとめにしてアイドルにして売り出してと
いうモデルだし、ジャニーズは５⼈ぐらい
のグループにして、時代時代で定期的に出
していくと、キャーキャー⾔ってくれると
いうモデルなわけじゃない。で、なんだけ
ど、じゃあ、20 年後に残る⾳楽をつくって
いる、ポピュラーミュージックをつくって
いる⼈たちってどこにいるの。僕、そうい
うとんがった⼈と⾳楽を聴いてみたいんだ
けどと思ったときに、⼤丈夫なのかなとち
ょっと思ったりするわけ。 
 
⾦⼦：それは⼤丈夫なんじゃないですか。
よく、浮世絵が印象派に影響を与えたっ
て。結局それって、場所を超えたインフル
エンスという感じですけど、時間を超えた

インフルエンスが今後、混じり合うという
だけのことかなと思って。いまの⾳楽を聴
かないといっても、なんだかんだいって聴
かされていますよね、AKB48 の曲が、聴
きたくないわけじゃないですけど、なんだ
かんだで⽿に⼊ってくるし。やっぱりそれ
はいまを⽣きている以上、いまのコンテン
ツというのは、ある程度、⼊ってきている
んじゃないですか。そこを完全に閉ざして
は⽣きていけないんじゃないですかね。 
 
新たな価値基準、プロとは何か 
 
重野：どうなんだろう。でもね、それこそ
テクノロジーの影響もあってね、⼭下達郎
の 70 年、80 年のときの⾳楽って、⼿作り
なわけ。プロがつくっている。先ほどプロ
のクオリティーという話があったけど、⼭
下達郎が集めた⼈たちってすごい⼈たち
で、プロクオリティーの演奏に⼭下達郎の
エッセンスみたいなのが乗っかっているわ
けなんだけど、その部分って、いま、機械
化で打ち込めてしまうので、誰でもできる
ようになっている。 
 
⾦⼦：なるほど。 
 
重野：つまり、⾳楽の技術ってデフレが起
こっている。私に⾔わせると。だから、た
とえば作曲理論とか、メロディーメークが
いいとか、コードメイキングがうまいとい
う⼈がいれば、楽器の部分というのは⼈に
頼らなくてもつくれるわけよ。 
 
⾦⼦：確かに、確かに。 
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重野：これが⾳楽に対して技術を持ち込ん
だ⼈。まあ、ちょっとクラシックの世界は
違うんだけど、ポピュラーはそうだと。 
 
⾦⼦：いまのでちょっと思い出したことが
あって、⼭下達郎のラジオを聞いている
と、「何々の曲はライブでやらないんです
か」という質問が、ときどきあるんです
よ。で、「あれはやれません」って。それ
は何かというと、「打ち込みでつくってい
て、あれは演奏できません」って。 
 
重野：あるらしいね。 
 
⾦⼦：「フィジカルに演奏できません、だ
からやれないんだ」という、その中でもや
っぱり、「ちょっとずつアレンジを加え
て、それはできるようになりました」と
か、「それね、できるようにしようと頑張
ってるんだよ」みたいなコメントが出てく
るんですけど、でも、それはどうなんです
かね。捉え⽅、いくつかあると思うんです
けど、打ち込みという技術で新しい⾳楽を
つくっていっている、新しい⽂化をつくっ
ていっていると考えることもできるのかな
と思いますし。 
 
重野：できるできる。それはできる。 
 
⾦⼦：⼀⽅で、ちょっと難しい部分ではあ
るんですけれども、それが演奏できるとい
うところに素晴らしさがあって、もしく
は、再現性があるんだけれども、再現性が
ない⾳というか、そういったところに対す
る価値観とか、そこに「いいね」と思え
る、「ああ、今⽇の演奏はいまいちだね」
と思える⼈たちが存在するという、その評

価者層の厚みというか、なんかそういった
ところと渾然⼀体になってくるのかなと。
逆に⾔えば、打ち込みでみんな同じ⾳が鳴
るから、その技術は価値基準の指標になっ
てこないかもしれない。 
じゃあ、技術が価値基準にならないとした
ら、どこが今度、価値基準になってくるの
か。⼀時期、ビジュアル系ロックバンドみ
たいな表現もされて、⼀応、ビジュアル化
が、⼀つのわかりやすい例だとは思うんで
すけど。 
 
重野：そうなんですよね。そう考えたとき
に、技術で⾳楽シーンが変化しているとい
う部分と、⼤きな流れとして、先ほど⾔っ
た、プロとはなんぞや、という話として、
質的な変化があって⼤丈夫なのかという⼼
配と、いろんなことがこう実は同時並⾏で
起こっていて、それは実はいまだけじゃな
いんだよね。きっとね。昔からそうだった
んだ。昔もそうだったんだけど、とくに感
じるのは、ついわれわれは、プロの技術を
⾒くびるようになってしまうんじゃないか
という、戒めというか、恐れというか。世
の中全体が専⾨家に対するリスペクトとい
うのがなくなっているのはそのとおりなん
じゃないかと思って。 
それはなぜかというと、いろんな情報があ
って、⼀家⾔ある⼈もたくさんいるんだけ
ど、どうなんだろうねという。最近の読み
さしの本でさ、経済学者の⼈が書いた本が
あって、その前段がすごくよくて。何がよ
かったかというと、「僕は経済学者で、経
済学者というのは本を書いたって成功しな
いというのはよくわかっている。書きたく
ない。僕はいま、研究したいんだけど、世
の中の状況を⾒ていたら、本を書かざるを
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得ないという気持ちになったので本を書く
ことにした」という、そんなような下りか
ら⼊るのね。それで、「なんでそう思った
かというと、経済のエコノミストみたいな
⼈たちがたくさんコメントしている。経済
学者ですら、明⽇のことがわからないの
に、なんでコメンテーターは明⽇のことを
気軽に⾔えるんだろう。おかしいんじゃな
いのか、そんな状況にやっぱり⼀⾔、学者
として⾔わないといけないと思ったので本
を書くことにした」といっている。つま
り、何が⾔いたいかというと、経済コメン
テーターに対して、おまえら素⼈だろう、
と。ある意味ね。あるいは、利益代表者だ
ろう、株のなんか証券会社のエコノミスト
という⽴場だろう、と。そういう⼈たちが
⾔いたい放題、⾔っているということに対
して、⾃分はいち経済学者として、ちょっ
と⾔っておきたいんだよ、と書いてるん
だ。僕らさ、経済エコノミストも経済学者
も全然区別ついてないわけよ。で、テクノ
ロジーはこう進化して、エコシステムがう
んぬんでとか⾔われて、そうだよな、そう
なんだよ、って思ってしまうわけなんだけ
ど、もうちょっと冷静に、少なくともある
専⾨家はこう⾔っている、別の専⾨家はこ
う⾔っているという、もう少し冷静な議論
の仕⽅というか、事実関係の捉え⽅はある
と思うんだよね。⾃分⾃⾝の反省として、
やっぱりそういうのを忘れているし、⾃分
がどうやって、専⾨家としての発⾔という
ものを、なんか⾔ったことにこれは専⾨家
としての発⾔なんだよねということに責任
というか、担保を持てているかということ
を考えたときに、ちょっと反省するんだな
と思っていて。難しいね。そういうのも、
テクノロジーといまの時代の流れと、広い

意味でのいろんなこと、わりとレベルの⾼
いことが⾔える⼀般の⼤衆と、専⾨家と、
プロとしてなんかやっていくということ
と、アマチュアのハイクオリティでやって
いくということをごちゃ混ぜにしていると
いうのが⾮常に、よろしくないんじゃない
かなと。ちゃんとした⾒識を持って、理解
をしていかないといけないんじゃないかな
というのは思っていたんだけど、今⽇はち
ょっとごちゃ混ぜでしたね。 
 
ジャッジとフェイクニュース 
 
⾦⼦：いやいやいや、インターネットとデ
ジタルがつくり出した世界というのは、そ
れをすごくミックスにしますよね。 
それに対して、⼤学にわれわれは勤めてる
から、学⽣に⼀番よく⾔う話は、「⾃分の
頭で考えてジャッジできるようになれ」と
偉そうに⾔うわけですけど、でも、ジャッ
ジするって何と。結局、ジャッジって、⾃
分の過去の経験なり、知識に基づいたジャ
ッジメントになるわけで、そこのインプッ
トが間違っている、前提が違っていると違
うジャッジが起きてしまうわけで。決して
みんながジャッジをしたくなくてしてない
わけでもないし、間違ったジャッジをした
いわけでもなくて、もう結果的にいまのそ
ういうジャッジメント、その経済学者の話
もわれわれが判断すると、エコノミストが
⾔うのも、コメンテーターが⾔うのも、経
済学者が⾔うのも、どれが正しいかよくわ
からないねという話になってしまうという
か。そういう意味では、⼈類は新しい情報
に対するステージにきているのかなという
気は、僕はするんですよね。 
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それこそ、昔は仙⼈みたいな⼈がいて、そ
の⼈がすべてで、その⼈が⾔ったら True
です、みたいな。⼀⽅で、どんどん情報が
⺠主化されてきて、いろんな⼈がいろんな
話を聞いて知識を持ち始めたときに、オー
ソリティーがいてある程度ジャッジしてく
れる世界から、だんだんとそれが崩れてい
って。オーソリティー⾃体が崩れているケ
ースもあれば、その伝播のプロセスにおい
て崩れるケースもあると思うんですけど、
結果的に⾃分でジャッジしてもジャッジし
きれないというか。最近の学⽣さん、増え
てません？ オーソリティーを求める。 
 
重野：うん。 
 
⾦⼦：それはその影響が出ているのかもし
れないですよね。だから、なんでおまえ⾃
分で判断しないんだって、うちらは⾔って
いるけれども、彼らは若者だから、余計に
いまに影響を受けていて、そうならざるを
得ないというか。精いっぱいやって、オー
ソリティーが本当に欲しいと思っているの
かもしれないなんて、いまちょっと思い始
めたんですけど。 
 
重野：うん。若者はいまに限らないのかも
ね。いつの時代でもそうだったかもしれな
いんだけど、⾒えにくくなった、曖昧にな
った、境界がボーダーレスになったみたい
なところは、とくに情報技術、インターネ
ットがもたらしたことの⼀つじゃないか
な。いい、悪いはちょっと置いといて、少
なくともそれはあると思う。先ほど、低層
を引っ剥がすときに価値が判断できるかと
いう話があったけど、オープンレビューと
いう⾔い⽅をしたっけ。対談の中で、あの

話もあって、思い出すとやっぱりいろいろ
あってね、これも最近読んだ本の中で、携
帯電話でがんにかかるとかいう話があるじ
ゃない。電磁波、危険ですって。あれね、
うそっぱちリポートがあるんですよ。まこ
としやかなフェイクリポートが出たんだっ
て。で、さも学術的に意味がありそうなか
たちで書いた報告書という体裁のまったく
でたらめなリポートが出て、それにマスコ
ミが⾶びついたんだけど、実は⼀切うそだ
って。 
 
⾦⼦：へえ。 
 
重野：で、それが消せないんだって。情報
として。打ち消しても、打ち消しても、こ
うゾンビのように。 
 
⾦⼦：はい上がってくる。 
 
重野：それで、保健的な調査をすると、携
帯電話が出たからといって、じゃあ、発が
ん率が上がったかというと、実は上がって
ない。⼀切、相関に科学的な証拠はないん
だって。 
 
⾦⼦：なるほど。 
 
重野：これ、⾯⽩くて。でも、いまだにあ
るんだよね。携帯電話が脳の機能になんか
問題が出るかもしれないということをどう
考えているんですか。もう⼀つは、あるか
もしれないとは思うんだけど、⼤本の根っ
こはそういうフェイクリポートが出てい
る、その昔。証拠がないだけで、安全かど
うかということを⾔っているわけじゃない
と思うんだよね。ただ、世の中で⾔われる
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携帯電話をかけたらがんになるんじゃない
の、脳腫瘍になるんじゃないのというその
点に関しては、少なくともいまのところ、
なんらかの根拠はない。 
 
⾦⼦：うん。難しいですよ。まあ、電磁波
の強度にもよるし、周波数帯にもよるし。
それこそ電線の下はどうのこうのみたいな
話も。 
 
重野：あるよ。たくさんある。勤めると⼦
供がどうのこうのとかね、いろいろある。
全部が本当だ、全部がうそだってわからな
いんだけども、少なくとも確認されている
中で、こういう⼤うそなリポートがあっ
て、それをマスコミが取り上げたりしたこ
とでなんとなく伝わっていて、あとになっ
て医学的な専⾨家が検証したら、⼀切、実
は検証がかかってないリポートで、要する
にレビューを受けてないリポートで、か
つ、事実として認められませんと、専⾨家
としては認められませんということだった
と。でも、その情報がなんかこうゾンビの
ようによみがえるという。 
 
⾦⼦：いまの話を聞いていたら、徐々にま
た宗教の世界に⼊っていくんじゃないかと
思って。太古の⼈たちは⼤⾃然を相⼿に科
学技術なしにやっていたわけですよね。何
が起こるかわからない。あいつはあれを⾒
たと⾔っている。結局、⾃分を信じられな
い時代だったということだと思うんです
よ。そこに宗教というものがやってきて、
じゃあ、こう考えれば基本は安⼼できるん
だよねというのが出てきて。で、もちろ
ん、知識⼈みたいなのが出てきて、これは
正しい、正しくないって。じゃあ、⾃主的

にって、その⼈たちを完全に頼ることによ
って精神の安寧を得ていたというか。それ
がまた技術によって、そういう世界が戻っ
てきてしまったとも考えられるし。でも、
⼀⽅で、いまの知識体系、学術的に明らか
になっている分野を把握できるかという
と、まあ、正直、⾼校の内容ぐらいで精い
っぱいですよね。 
 
重野：なんかね、だから、そこは今⽇の話
題とちょっと違うんだけど、これだけいろ
んな情報がある中で何を⾒、何を聞き、何
を信じ、どう正しく判断するのか、という
課題だと思うんだけど、それは実は簡単な
ことではなくて、⾮常にこう難しい、か
つ、本質的なもので。 
同じ本に書いてあったので、⾵疹のワクチ
ンを⼦供に打つと⾃閉症になるっていう話
があるんだよね。それで、ワクチンを打ち
たくないという⼈がいる。⾵疹って、い
ま、ほとんど撲滅されていて、甚⼤な影響
を感じさせないぐらいになっているんだけ
ど、もし本当にパンデミックみたいに広が
ったら、死んじゃう病気なんですよ。かな
りやばい病気。で、若⼲のワクチンの副作
⽤みたいなのがあったとしても、それと命
の問題をてんびんにかけたら、どう考えて
もワクチンを打つほうがいいんだって。だ
けど、それを打つと⾃閉症になってしまう
というリスクがあるというんで、とくに親
が打たせたくないというケースが⾮常にあ
るんだけど、すごく⾯⽩いのは、⾵疹のワ
クチンができてきたときに、ほぼ時期を同
じくして、精神病の基準を変えたんだっ
て。精神病だから病院に⼊ってなさいとい
うその基準値を上げたのか。いままでは重
度の⼈じゃないと精神病として認定されな
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くて、それ以外の⼈は精神病として認定さ
れなくなった。つまり、世の中的に基準値
が変わったことによって、⾃閉症に該当す
る⼈が増えたわけ。 
 
⾦⼦：なるほど、なるほど。 
 
重野：いままでは病院に⼊ったわけ。精神
病だと。だけど、そういう精神病のカテゴ
リー、外れたから、数字の⾒た⽬上、増え
たわけ。それとワクチン接種の最初の時期
が⼀致した。で、まったく因果関係ないん
だけど、たまたま時間的にワクチン接種を
したら、⾃閉症が増えたということになっ
たらしいんだわ。これ、医学的にはまった
く無関係なんだって。これ、AI っていう問
題に⾏き着かない？ 
 
⾦⼦：⾏き着きますよね。 
 
重野：うん。⾒た⽬上、因果関係があるよ
うに⾒える。だけど、科学的には⼀切な
い。だそうです。 
 
⾦⼦：それは怖いですよね。２年⽣とかの
実験で⾔うじゃないですか。おまえ、安易
に相関があるとか⾔うなっつって。本当で
すよね。それをなんか率先して⼤⼈がやっ
ている感じですよね、AI でね。 
 
重野：そうすると、まあ、単に統計的に⾒
ていると、ワクチンを打つと⾃閉症が増え
たようにも⾒えるとなって、ワクチンは危
険なんではないかと。 
だけど、本当は、そのワクチンは、もしか
したら、死んじゃうかもしれないみたいな
領域から世の中を救っていたりするわけ。

で、それもなんか有名な、誤解のパターン
の⼀つの事例としてあるらしいんだけど、
本にはそう書いてあったというだけであっ
て、どこまでどうなのかというのは、わか
んなかったりするわけよ。その中にあっ
て、何が正しくて、何が正しくないのかと
いうことをどう判断するんだと。 
 
アーカイブの概念、コレクション 
 
⾦⼦：そうですね。いや、難しいですよ。
もう本当に。そういう意味でも、そもそも
アーカイブという⾔葉、ジャッジメントを
要求して保存するというようなアーカイブ
という概念からして、もうぶっ壊さないと
いけないのかもしれないですよね。 
 
重野：それはたぶん、コレクションという
⾔い⽅になるんじゃないかね。ある基準に
従って、やっぱり取捨選別しました。好き
なものをアーカイブしましたという意味
で、公平なアーカイブというよりは、ある
視点に基づいたコレクションですよという
位置づけに近いんじゃないかなと。ただ、
アーカイブが対象とするのは膨⼤な点数の
ものに対してそれは成り⽴つのかどうかわ
からない。でも、たとえば、⾦⼦さんが
さ、つくったアーカイブがもしあったとし
たら、⾦⼦アーカイブとして残るわけでし
ょう。幕末の何々藩が集めた学術資料、
何々⽂庫ですってあるわけじゃない。同じ
ようになるんじゃないですか。 
 
⾦⼦：そうなってくると、もう松⽥先⽣と
か、安藤先⽣とか、よくおっしゃっている
んですけど、アーカイブって私的なもので
すという話が出てくるんですよね。結局コ
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レクションだろう、と。そしたら、それは
プライベートなものだよね。それがデジタ
ルだからつながるといったって、つながん
ないんじゃないのというところにこうまた
戻ってくるんですよね。 
 
重野：だから、アーカイブというのは、
Multics みたいなもの、UNIX みたいなもの
の考え⽅でしょう。で、Multics の考え⽅
は、理想的には唯⼀無⼆のでっかいアーカ
イブがあるというのは理想としてあるんだ
けど、たぶん、現実にはできない。そこで
求められるような、神のような公平さとい
うのも、理想としてはわかるけれども、現
実にはたぶんできない。と考えると、規模
の⼤⼩はあっても、やっぱり、⼩さな、
Multics よりは、唯⼀無⼆の絶対の中では
ちっちゃいアーカイブコレクションという
のが、ぼこぼこ、ぼこぼこあってというモ
デルのほうが、たぶん、現実的だし、そう
すると、つなげていくという選択肢しかな
くなるんじゃない？  
 
⾦⼦：それがわれわれがやっているアプロ
ーチですけど。 
 
重野：そう。だから、それしか解はないん
だよ。 
 
⾦⼦：でも、そのドライビングフォースが
難 し い ん で す よ 。 だ か ら 、 そ の 中 央 で
Multics のアプローチだと、ドライビング
フォースというのを１個つくってあげれ
ば、そこが⾛るんですけど。政府がそろそ
ろやりましょうみたいな話なんですけど、
だから、それとは相いれないんですよ。コ

レクションとかという概念というのは。分
担で動かしていく。 
 
重野：まあ、そうだね。個⼈的なものだか
らね。 
 
⾦⼦：インターネットも、政府がドライビ
ングフォースになったかといったら、ノー
じゃないですか。 
 
重野：ノーだね。 
 
⾦⼦：で、じゃあ、誰がドライビングフォ
ースになるんですか、何カ所かそうやって
つなげて使うような⽤途がないといけない
けど、そのコレクションが私的なもので、
それだけで満⾜しているのに、なんでつな
げようと思うんですか、みたいな。 
 
重野：それはまさにいまのデータ連携と⾔
われている⼈たちの悩みですよ。 
 
⾦⼦：悩みですよね。 
 
重野：私もデータ連係、⼿伝ってくれとた
くさんくるんだけど、したくないのよ、み
んな。だって、⾃分の世界で満⾜なんだも
ん。基本ね、⾃分の世界、⾃分でつくった
アプリケーション、サービスのためにデー
タを集めました。いいじゃん、べつに。こ
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れでいいよ。全部集まっているから。デー
タくれるならもらうけど。とくに⾜りな
い。 
 
⾦⼦：そういう⼈がいたら、今度、僕、紹
介してください。⼀緒に解決しましょう。
分散ですけどって話しますから。誰かがセ
ントラルフォースになってやる話じゃない
けど、分散でみんなで⼒を合わせてやる話
ですから、って。 
 
重野：あとね、ちっちゃなアーカイブとは
いえ、やっぱりそれをつくる⼈はかなり、
モチベーションのある⼈なんだよね。そう
じゃないとつくれないし、つくりきれな
い。要はマニアックな⼈なわけよ。で、そ
の⼈たちにオープンでありましょうという
のは、なんかおかしいよね。 
 
⾦⼦：そうですか？ 
 
重野：いや、難しい。⼀般⼈難しくない？ 
 
⾦⼦：逆に⾔えば、神がいないからこそ、
そこでつなげるなんだと思うんですよね。
みんな不完全だということを理解している
からこそ、つなげましょうという、そうい
う進め⽅なのかな。 
 
重野：難しいよね。だけど、たぶん、そう
いう⼈はさ、鉄道オタクみたいにこう、共
通項でつなげていくしかないんじゃないの
かね。興味の延⻑線上でしかつながらない
ですから、だって。⾃分たちがマニアック
にやっているんだもんね。 
 

⾦⼦：いや、共通項のアプローチっていう
のは、これはセントラライズにつながるん
ですよ。 
 
重野：いや、この中で⾃発的に。 
 
⾦⼦：いや、だから、セントラライズじゃ
ないけれども、共通項というのをどうつく
るのかみたいなのが、やっぱりこう、技術
的に考えないといけないところなんですよ
ね。 
 
重野：ああ、そうだね。 
 
⾦⼦：そう。だから、いままでそれこそ、
⽂書管理とかでよく出てきたやり⽅が、そ
のメタデータのフォーマットを決めましょ
う、これも明らかにセントラライズなんで
すよ。でも、それはコレクションというの
とは相いれないんですよね。じゃあ、汎⽤
的なそんなものってなんですかって⾔い始
めたら、もう⼀番最初の会合だけですよ、
うまくいくの。「やりましょう」という。
その次から、ディテールに⼊った瞬間にう
ちはこのコレクションでこんなのが重要だ
と思っている。これ⼊れたい。うちはこれ
⼊れたいという争いにしかならないんです
よ。そうするとやっぱり、クオリティーを
なんらかのかたちで落とさないといけない
んですよね。ある意味、検索で⾒つけるこ
とがゴールじゃないんですよね。 
 
重野：そうね。 
 
⾦⼦：そうですね、はい。今⽇は本当に楽
しい話をありがとうございました。 
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重野 寛（しげの ひろし） 
慶應義塾⼤学理⼯学部教授・DMC 研究セ
ンター所⻑。専⾨はコンピュータネットワ
ーク、モバイル・ユビキタスコンピューテ
ィング。動的に変化する無線コンピュータ
ネットワークや時空間情報の通信・処理に
関する研究に従事している。 
1990 年慶應義塾⼤学卒業。1997 年同⼤学
院理⼯学研究科計測⼯学専攻博⼠課程終
了、博⼠（⼯学）。2012 年より現職。2019
年より、内閣府,政策統括官（科学技術・
イノベーション担当）付、上席科学技術政
策フェロー（⾮常勤）。 
 
⾦⼦ 晋丈（かねこ くにたけ） 
慶應義塾⼤学理⼯学部准教授・DMC 研究
センター研究員。専⾨はアプリケーション
指向ネットワーキング。特に、デジタルデ
ータの利活⽤を促すデジタルデータのネッ
トワーク化について研究を⾏っている。 
2001 年東京⼤学卒業。2006 年同⼤学院情
報理⼯学系研究科博⼠課程終了、博⼠（情
報理⼯学）。同⼤学院新領域創成科学研究
科での特任助教を経て、2006 年 9 ⽉より慶
應義塾⼤学デジタルメディア・コンテンツ
総合研究機構、特別研究助教。2007 年、
同機構特別研究講師。2012 年 4 ⽉より現
職、デジタルメディア・コンテンツ統合研
究センター研究員を兼任。 
 
※役職は対談当時のものです。 
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